
小学校給食の現状と対応、給食費改定に伴う献立の充実について 

小学校給食の概要 

○保護者の皆さまからいただいています給食費は、全て食材費として使用しています。 

食材費以外で必要となる、調理に伴う人件費や光熱水費等は本市が負担しています。

（参考：政令指定都市の小学校給食費）

 最高：５，０２６円  最低：３，８００円  平均：４，３８３円 

○平成２１年度の給食費改定以降、 

消費者物価指数が１０％以上、 

上昇しています。 

○同様に小学校給食の使用食材も 

 値上がりしています。 

○小学校給食の現状 

区 分 平成 21 年度 令和元年度

月 額 ３，８００ ３，８００

一
食
単
価

主 食 ５０ ５５

牛 乳 ４５ ５４

おかず １３３ １１９

合 計 ２２８ ２２８

給食費を取り巻く状況 消費者物価指数（食料：全国） 平成 21年＝100

主食・牛乳が値上がりしているため、

おかずに使える金額が減少してお

り、献立の工夫で対応しています。

主食・牛乳は県内統一価格で、前回

の改定から値上がりしています。

○デザート回数の減 21 年度：83 回 ⇒ 30 年度：41 回 

○高い食材の減 

 えびフライ 21年度：6回 ⇒ 30年度：0回、ヒレカツ 21年度：6回 ⇒ 30年度：1回

○食材費の高騰は続いているため、今後も献立の工夫で対応していくことは難しい状況

です。

献立の工夫等による主な対応例

○献立の工夫により回数を減らしていたデザートやえびフライ等の食材の使用が増える

など、多種多様な食材を使用した献立から栄養摂取ができます。 

【改定 600 円のうち 446 円(1 食換算 27 円)を使用】

○平成 21 年度の水準に戻すだけではなく、給食内容をいっそう充実させ、給食の時間

がより楽しく魅力あるものとします。【改定600円のうち154円(1食換算9円)を使用】

給食費改定に伴う献立の充実

この状況に対し、摂取基準などに対応するため…

今回の給食費改定により…


